
　

多
く
の
研
究
機
関
が
あ
る
筑
波
研
究
学

園
都
市
の
中
心
部
に
位
置
す
る
茨
城
県
立

竹
園
高
校
は
、
県
内
屈
指
の
進
学
校
だ
。

２
０
１
４
年
度
大
学
入
試
で
は
１
９
２
人

が
国
公
立
大
に
現
役
合
格
す
る
な
ど
、
例

年
安
定
し
た
進
学
実
績
を
出
し
て
い
る
。

　

同
校
で
は
、
ど
の
よ
う
な
変
化
に
対
し

て
も
主
体
性
を
失
わ
な
い
「
軸
」
と
、
変

化
に
対
応
す
る
た
め
の
「
修
正
力
」
は
不

可
分
な
関
係
に
あ
り
、
同
じ
力
や
姿
勢
に

支
え
ら
れ
て
い
る
と
捉
え
て
い
る
。
３
学

年
担
当
の
植
木
明
美
先
生
は
こ
う
話
す
。

　
「
教
科
学
習
で
育
め
る『
修
正
力
』
と
は
、

一
言
で
表
現
す
る
と
『
応
用
力
』
な
の
だ

と
思
い
ま
す
。
英
語
に
お
け
る
そ
れ
は
、

思
考
力
、判
断
力
、表
現
力
で
あ
り
、コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
や
発
信
力
で
す
。
そ
れ

ら
の
力
が
身
に
付
い
て
は
じ
め
て
、
ど
ん

な
変
化
に
対
し
て
も
自
己
修
正
で
き
る
よ

う
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

　

同
時
に
、
そ
れ
ら
の
力
は
、
自
分
の
価

値
観
や
意
見
、
す
な
わ
ち
「
軸
」
を
形
成

す
る
上
で
も
必
要
で
あ
る
と
、
２
学
年
担

任
の
岡
島
岳た

か

暁あ
き

先
生
は
話
す
。

　
「『
軸
』
を
つ
く
り
、『
修
正
力
』
を
構

成
す
る
様
々
な
力
を
持
つ
の
は
、
特
定
分

野
だ
け
に
秀
で
た
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
で
は

な
く
、
全
体
を
俯ふ

瞰か
ん

で
き
る
ジ
ェ
ネ
ラ
リ

ス
ト
で
す
。
私
た
ち
が
育
て
た
い
の
は
、

専
門
人
で
は
な
く
全
人
な
の
で
す
」

　

そ
う
し
た
考
え
の
下
、
２
０
０
６
年
、

英
語
の
授
業
で
「
Ａ
Ｃ
Ｅ
（A

pproach 
to Com

m
unicative English

）
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
を
導
入
し
た
。
大
学
や
社
会
に
出

て
か
ら
必
要
な
力
を
見
据
え
、
英
語
力
に

と
ど
ま
ら
ず
、
ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス
ト
の
育
成

を
目
指
す
教
育
活
動
だ
。
学
年
ご
と
に
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
設
定
し
、
通
常
授
業
と
相

互
に
補
完
し
合
う
こ
と
で
、
３
年
間
を
通

し
て
英
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
や
論
理
的
思
考
力
、
発
信
力
と
い
っ

た
幅
広
い
力
を
育
て
る
こ
と
が
目
的
だ
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
１
年
生
は
レ
シ

テ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
・

多
読
、
２
年
生
は
ス
ピ
ー
チ
・
デ
ィ
ベ
ー

ト
、
３
年
生
は
模
擬
国
連
・
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
・
エ
ッ
セ
イ
を
設
定
し
て
い
る

（
図
１
）。
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
数
時
間

を
充
て
、
学
級
で
発
表
な
ど
を
行
い
、
そ

れ
以
外
は
教
科
書
を
使
っ
て
授
業
を
進
め

る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
通
常
の
授
業
共
に
、

オ
ー
ル
・
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
で
行
わ
れ
る
。

　

Ａ
Ｃ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
成
否
を
左
右
す

る
ポ
イ
ン
ト
は
、
入
学
時
の
意
識
付
け
だ
。

英
語
力
の
向
上
に
と
ど
ま
ら
ず

ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス
ト
を
育
成

入
学
時
の
意
識
付
け
が

３
年
間
の
成
果
の
鍵
を
握
る

学
校
事
例
●

茨
城
県
立
竹
園
高
校

プ
ロ
ジ
ェク
ト
型
英
語
学
習
で
、「
軸
」と

「
修
正
力
」を
支
え
る
汎
用
的
能
力
を
育
む

茨
城
県
立
竹
園
高
校
は
、
２
０
０
６
年
か
ら
英
語
の
授
業
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
の
「
Ａ
Ｃ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を

取
り
入
れ
て
い
る
。
デ
ィ
ベ
ー
ト
や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
で
求
め
ら
れ
る
力
を
、

日
々
の
授
業
を
通
し
て
培
っ
て
い
く
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
。
よ
り
高
次
の
能
力
が
求
め
ら
れ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
と
、

段
階
的
に
目
標
を
高
め
て
い
く
中
で
、
生
徒
は
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
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特
集　
変
化
を
生
き
抜
く「
軸
」と「
修
正
力
」の
育
成
●2　
動
機
と
型
の
質
的
転
換
を
図
る
教
科
指
導

成
長
が
期
待
し
に
く
い
。

　

入
学
時
の
生
徒
は
、
一
定
水
準
以
上
の

学
力
を
備
え
て
い
る
が
、
英
語
に
対
す
る

意
識
は
様
々
だ
。
中
に
は
「
英
語
は
嫌
い

だ
け
れ
ど
も
、
仕
方
な
く
勉
強
し
て
い
る
」

と
い
う
生
徒
も
い
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

は
、
い
か
に
分
か
り
や
す
く
表
現
す
る
か

を
工
夫
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
自
分
で

調
べ
た
り
、
考
え
た
り
す
る
な
ど
、
自
ら

取
り
組
む
姿
勢
が
な
い
と
、
大
き
な
成
果

は
得
ら
れ
な
い
。
そ
の
た
め
、
１
年
生
の

最
初
の
授
業
で
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

行
い
、
学
習
の
意
味
を
よ
く
考
え
さ
せ
る
。

　
「
目
の
前
の
学
習
と
将
来
の
自
分
と
の

関
連
が
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
こ
と

は
、
内
発
的
な
動
機
の
支
え
と
な
り
ま
す
。

Ａ
Ｃ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
し
て
身
に
付
く

力
を
明
示
し
、
そ
れ
が
大
学
進
学
を
経
て
、

社
会
に
出
て
か
ら
も
大
い
に
役
立
つ
こ
と

を
説
明
し
ま
す
」（
岡
島
先
生
）

　

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
２
年
生

や
３
年
生
の
先
輩
が
デ
ィ
ベ
ー
ト
や
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
る
様
子
を
撮

影
し
た
ビ
デ
オ
を
見
せ
る
。
１
学
年
担
任

の
宇
野
裕ひ
ろ

美み

先
生
は
こ
う
説
明
す
る
。

　
「
先
輩
の
姿
を
通
し
て
、『
自
分
も
英
語

が
出
来
る
よ
う
に
な
り
た
い
』
と
い
う
思

い
を
持
つ
こ
と
は
、
学
習
へ
の
強
い
動
機

付
け
と
な
り
ま
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
優

れ
た
成
果
を
出
す
た
め
の
力
は
、
普
段
の

授
業
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
培
わ
れ
る
こ

と
も
強
調
し
て
伝
え
ま
す
」

　

実
際
、
通
常
の
授
業
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
求
め
ら
れ
る
力
を
強
く
意
識
し
た
内

容
だ
。
例
え
ば
、
１
年
生
の
授
業
で
は
、

レ
シ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
備
え
て
多
読
を
し
た

り
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
の
素

材
集
め
や
意
見
形
成
の
要
素
を
取
り
入
れ

た
り
し
て
い
る
。
授
業
中
、「
こ
の
学
習

は
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
役
立
つ
」
な

学
年
が
上
が
る
に
連
れ
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
求
め
ら
れ
る
能
力
の
レ
ベ
ル
は
高
ま
る

た
め
、
初
期
に
つ
ま
ず
く
と
、
段
階
的
な

茨
城
県
立
竹
園
高
校

◎
国
際
理
解
教
育
や
英
語
教
育
に
力
を
注
ぎ
、
国
際

社
会
を
リ
ー
ド
す
る
人
材
の
育
成
を
図
る
。
普
通
科

と
国
際
科
を
設
け
、
２
年
生
か
ら
学
科
・
コ
ー
ス
別

の
授
業
を
展
開
す
る
。
２
０
０
３
年
度
〜
２
０
０
７

年
度
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
指
定
校
。

◎
設
立　

１
９
７
９
（
昭
和
54
）
年

◎
形
態　

全
日
制
／
普
通
科
・
国
際
科
／
共
学

◎
生
徒
数　

1
学
年
約
３
２
０
人

◎
２
０
１
４
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）

国
公
立
大
は
、北
海
道
大
、東
北
大
、茨
城
大
、筑
波
大
、

東
京
大
、
京
都
大
、
大
阪
大
な
ど
に
２
２
４
人
が
合
格
。

私
立
大
は
、
慶
應
義
塾
大
、
上
智
大
、
早
稲
田
大
な

ど
に
延
べ
９
０
９
人
が
合
格
。

◎U
R
L　

http://w
w

w
.takezono-h.ed.jp/

茨
城
県
立
竹
園
高
校

岡
島
岳
暁
　
お
か
じ
ま
・
た
か
あ
き

教
職
歴
20
年
。同
校
に
赴
任
し
て
６
年
目
。

２
学
年
担
任
。「
結
果
を
焦
ら
な
い
。
学

び
は
無
形
財
産
、
未
来
へ
の
共
同
投
企
」

茨
城
県
立
竹
園
高
校

植
木
明
美
　
う
え
き
・
あ
け
み

教
職
歴
31
年
。同
校
に
赴
任
し
て
９
年
目
。

教
育
相
談
部
長
。「
何
事
に
も
バ
ラ
ン
ス

が
肝
要
」

茨
城
県
立
竹
園
高
校

宇
野
裕
美
　
う
の
・
ひ
ろ
み

教
職
歴
６
年
。同
校
に
赴
任
し
て
２
年
目
。

１
学
年
担
任
。「
生
徒
に
自
分
を
偽
ら
ず

に
接
し
、
生
徒
か
ら
学
ぶ
姿
勢
を
持
つ
」

１学年 ２学年 ３学年

到達
目標

❶論理的にまとまりのある
プレゼンテーションが自
信を持って原稿を見な
いで出来る。
❷多くの英文（５万語以上
が目標）を読み、英文
を読むスピードを速くす
ることが出来る。

❶相手の意見にその場で対
応しつつ、その意見を踏ま
え、論理的に自分の意見を
主張できる。
❷ディベートの内容について、
自己の主張が一貫した文
章で書ける。

❶与えられたテーマについての
英文を読み必要な情報を得
ると共に、お互いの意見を
尊重して合意を形成するた
めに話し合うことが出来る。
❷ディスカッションのテーマに
ついて、自分の意見を論理
的にかつ正確に書くことが
出来る。
❸大学入試レベルの英文を速
く、正確に読むことが出来る。

プロ
ジェクト

❶レシテーション
❷プレゼンテーション
❸多読

❶スピーチ
❷ディベート

❶模擬国連
❷ディスカッション
❸エッセイ

下位
目標

1 大きな声で発話でき
る。 1

英語を聞きながら、要点
を押さえた効果的なノー
トテイキングが出来る。

1
お互いに意見の違いを理
解した上で、合意を形成す
るために話し合うことが出
来る。

2 相手に通じる明確な発
音が出来る。 2

教科書の文章やそれに
関連する題材について、
筆者や話し手の主張を
しっかり捉えた要約が出
来る。

2
書いた英文を見直し、表
現や文法を自らお互いに
訂正することが出来る。

3 必要な情報を収集で
きる。 3

あるトピックについて収集
した情報を客観的に分析
し、活用できる。

3
センター試験レベルの英
文を180wpm以上の速度
で読むことが出来る。

4

論理的にまとまった
英文を書くことが出来
る。収集した情報をプ
レゼン用原稿としてま
とめることが出来る。

4
あるテーマについて、客
観的な視点から自分の意
見を論理的にアウトプット
できる。

4
国公立大個別学力試験レ
ベルの英文を正確に読む
ことが出来る。

5
アイコンタクトをしなが
らはっきりとした大き
な声で発表が出来る。

5
相手の意見に対し、その
論理性を分析し、即座に
自分の意見を主張できる。

＊学校資料を基に編集部で作成

図１ 「ACEプログラム」３年間のカリキュラム
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る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
学
び
合
い
の
時

以
外
で
も
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
と
友

だ
ち
に
相
談
し
た
り
、
教
え
合
っ
た
り
す

る
姿
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
。

　

１
年
生
の
レ
シ
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
ク

ラ
ス
メ
ー
ト
の
前
で
２
分
間
の
暗あ

ん

誦し
ょ
うを

行

う
が
、
初
め
て
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
あ
っ

て
不
安
を
感
じ
る
生
徒
は
少
な
く
な
い
。

　
「
発
表
で
は
、
つ
か
え
た
り
間
違
え
た

り
し
た
生
徒
に
対
し
て
、
周
り
か
ら
励
ま

し
や
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
の
声
が
自
然
に
起

こ
り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
温
か
い
雰
囲
気

を
感
じ
取
り
、
自
信
が
な
か
っ
た
生
徒
も

前
向
き
な
気
持
ち
で
発
表
に
臨
む
よ
う
に

な
る
の
で
す
」（
宇
野
先
生
）

　

最
初
に
レ
シ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
体
験
す
る

と
、
生
徒
の
意
識
は
大
き
く
変
わ
る
と
、

植
木
先
生
も
説
明
す
る
。

　
「
人
前
で
表
現
を
す
る
と
、
心
が
解
放

さ
れ
て
自
信
が
付
き
、
自
己
肯
定
感
が
高

ま
る
効
果
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ

う
し
た
気
持
ち
や
、
間
違
え
て
も
受
け
入

れ
て
も
ら
え
る
と
い
う
安
心
感
が
支
え
と

な
り
、
次
の
活
動
に
も
前
向
き
に
取
り
組

む
と
い
う
好
循
環
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
」

　

他
者
の
発
表
を
見
る
こ
と
も
大
切
な
学

習
だ
。
発
表
を
注
意
深
く
観
察
し
て
、
多

く
の
こ
と
を
学
び
取
れ
る
よ
う
に
、「
エ

バ
リ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
ー
ト
」
を
用
意

し
て
、
生
徒
が
相
互
評
価
す
る
よ
う
に
し

て
い
る
。
例
え
ば
、
レ
シ
テ
ー
シ
ョ
ン
の

評
価
で
は
、
正
確
性
や
発
音
、
音
量
、
感

情
が
込
め
ら
れ
て
い
た
か
な
ど
を
、
そ
れ

ぞ
れ
５
段
階
で
評
価
す
る
。　

　
「
仲
間
の
素
晴
ら
し
い
発
表
に
触
発
さ

れ
、
期
待
を
大
き
く
上
回
る
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
を
見
せ
て
く
れ
る
生
徒
は
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
」（
植
木
先
生
）

　

グ
ル
ー
プ
の
協
同
作
業
は
、
学
習
へ
の

動
機
付
け
と
し
て
も
機
能
し
て
い
る
。
例

え
ば
、
デ
ィ
ベ
ー
ト
は
、
個
々
の
生
徒
が

準
備
し
た
材
料
を
基
に
チ
ー
ム
で
戦
略
を

立
て
る
た
め
、「
チ
ー
ム
に
貢
献
し
た
い
」

と
い
う
思
い
が
生
ま
れ
や
す
い
。
逆
に
、

意
欲
の
低
い
生
徒
に
は
、
チ
ー
ム
の
メ
ン

バ
ー
が
「
き
ち
ん
と
用
意
し
て
ほ
し
い
」

な
ど
と
言
っ
て
お
互
い
を
指
摘
し
合
い
、

そ
れ
が
非
常
に
効
果
的
だ
っ
た
と
い
う
。

　

あ
ら
ゆ
る
場
面
で
生
徒
に
考
え
さ
せ
る

こ
と
も
、
前
向
き
な
姿
勢
を
引
き
出
す
た

め
の
工
夫
だ
。
例
え
ば
、
教
科
書
の
本

文
を
読
ん
だ
後
、「
あ
な
た
は
ど
う
思
っ

た
？
」「
あ
な
た
な
ら
ど
う
す
る
？
」
な

ど
と
発
問
し
、
自
分
の
考
え
を
持
つ
よ
う

に
求
め
る
。
更
に
、
ペ
ア
や
グ
ル
ー
プ
で

意
見
交
換
す
る
機
会
を
多
く
設
け
て
い
る

こ
と
も
、
各
自
の
考
え
を
深
め
さ
せ
る
と

い
う
点
で
役
立
っ
て
い
る
。

　
「
デ
ィ
ベ
ー
ト
で
は
、
白
黒
が
は
っ
き

り
し
な
い
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
て
い
ま

す
。
生
徒
は
、
友
だ
ち
の
意
見
を
聞
い
て

『
そ
う
い
う
考
え
方
も
あ
る
の
か
』
と
見

方
を
広
げ
た
り
、
根
拠
を
持
っ
て
説
明
す

る
こ
と
を
通
し
て
自
分
の
考
え
に
自
信
を

深
め
た
り
し
ま
す
。
社
会
に
出
て
か
ら
の

仕
事
で
は
、
正
解
の
な
い
テ
ー
マ
に
取
り

組
む
こ
と
ば
か
り
で
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、
そ
の
た
め
の
良
い
訓
練
に
な
る
と
考

え
て
い
ま
す
」（
植
木
先
生
）

　

Ａ
Ｃ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
ワ
ー
ク

シ
ー
ト
を
学
年
統
一
で
用
い
る
。
ど
の
生

徒
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
一
定
水
準
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
出
せ
る
よ
う
、
授
業
の

内
容
や
進
度
を
そ
ろ
え
る
た
め
だ
。
更
に
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
に
よ
っ
て
授
業
進

度
が
遅
れ
な
い
よ
う
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

効
率
良
く
進
め
る
た
め
で
も
あ
る
。

　

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
は
、
教
科
書
の
内
容
を

基
に
、
英
語
科
の
教
師
が
分
担
し
て
作
成

す
る
。
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
は
、
学
年
に
よ
っ

て
多
少
異
な
る
が
、「W

ords

」「W
arm

-

ど
と
伝
え
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
の
つ
な
が

り
を
意
識
さ
せ
る
。

　

２
年
生
、
３
年
生
の
授
業
で
は
、
教
科

書
の
本
文
を
読
ん
だ
後
、
５
Ｗ
１
Ｈ
を
押

さ
え
る
本
文
に
関
す
る
事
実
確
認
を
し
て

か
ら
本
文
の
要
約
を
記
述
す
る
。
そ
の
一

連
の
作
業
を
通
じ
て
、
簡
潔
に
要
点
を
説

明
し
た
り
、
物
事
を
抽
象
化
し
て
捉
え
た

り
す
る
力
を
育
て
る
。
次
に
、本
文
の
テ
ー

マ
に
関
す
る
情
報
を
集
め
て
分
析
し
、
考

え
に
幅
と
深
さ
を
持
た
せ
た
後
、
グ
ル
ー

プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
本
文
の

テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
各
自
の
意
見
を
深
め

合
う
。
そ
う
し
た
授
業
を
繰
り
返
す
う
ち

に
、
生
徒
の
意
識
は
「
教
科
書
の
内
容
を

勉
強
す
る
」
か
ら
、
次
第
に
「
教
科
書
を

材
料
と
し
て
力
を
付
け
る
」
に
変
わ
っ
て

い
く
。
そ
の
変
化
か
ら
主
体
性
の
育
ち
が

見
て
取
れ
る
と
、
同
校
は
考
え
て
い
る
。

　

学
習
に
向
か
わ
せ
る
仕
掛
け
と
し
て
、

生
徒
の
学
び
合
い
を
促
し
て
い
る
。

　

１
年
生
か
ら
、
授
業
冒
頭
の
ウ
ォ
ー
ム

ア
ッ
プ
や
予
習
の
答
え
合
わ
せ
、
授
業
中

の
意
見
交
換
な
ど
、
ペ
ア
ワ
ー
ク
や
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
頻
繁
に
取
り
入
れ
て
い

答
え
の
な
い
テ
ー
マ
の
議
論
が

社
会
で
働
く
た
め
の
訓
練
に

創
造
力
を
発
揮
し
た
く
な
る

課
題
で
学
習
意
欲
を
引
き
出
す
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特
集　
変
化
を
生
き
抜
く「
軸
」と「
修
正
力
」の
育
成
●2　
動
機
と
型
の
質
的
転
換
を
図
る
教
科
指
導

up
」「Com

prehension

」「Sum
m

ary

」

「D
iscussion

」「Further Reading

」
と

い
っ
た
共
通
の
要
素
で
構
成
さ
れ
る
。

　

予
・
復
習
の
内
容
も
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に

盛
り
込
ん
で
い
る
。
例
え
ば
、
１
年
生
で

戦
争
に
関
す
る
テ
ー
マ
を
扱
っ
た
授
業
の

復
習
で
は
、
自
分
の
意
見
を
短
文
で
記
述

す
る
課
題
を
出
し
た
（
図
２
）。
前
年
度

の
優
秀
な
作
品
を
掲
載
し
、
具
体
的
な
イ

メ
ー
ジ
を
与
え
る
と
共
に
、
高
い
目
標
を

持
た
せ
て
い
る
。
そ
の
例
に
限
ら
ず
、
生

徒
が
創
造
力
を
発
揮
し
た
く
な
る
よ
う
な

様
々
な
課
題
を
設
定
し
て
い
る
。

　
「
創
造
力
が
必
要
な
課
題
を
出
す
と
、

『
良
い
作
品
を
作
り
た
い
』
と
い
っ
た
内

発
的
な
動
機
に
つ
な
が
り
ま
す
。
持
ち

寄
っ
た
作
品
は
、
グ
ル
ー
プ
内
で
見
せ
合

い
、
代
表
作
品
を
選
ん
で
学
級
で
発
表
し

ま
す
」（
岡
島
先
生
）

　

他
の
学
習
場
面
で
も
、
生
徒
が
学
び
た

く
な
る
よ
う
な
素
材
を
用
意
す
る
。
例
え

ば
、
授
業
や
試
験
で
扱
う
例
文
は
、
あ
り

き
た
り
の
内
容
で
は
な
く
、
生
徒
が
覚
え

た
く
な
る
よ
う
な
文
章
を
厳
選
し
て
載
せ

る
。
レ
シ
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
様
々
な
映

画
か
ら
12
シ
ー
ン
を
抜
粋
し
、
生
徒
が
好

み
の
１
つ
を
選
ぶ
よ
う
に
し
た
。

　

Ａ
Ｃ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
思
考
力
や
表

現
力
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
と

い
っ
た
汎
用
的
能
力
の
育
成
に
力
点
を
置

く
た
め
、
成
果
は
目
に
見
え
る
形
で
表
れ

に
く
い
。
し
か
し
、
教
師
た
ち
は
授
業
を

通
し
、
生
徒
た
ち
の
明
ら
か
な
変
化
を
感

じ
取
っ
て
い
る
。

　

Ａ
Ｃ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
導
入
当
初
は
、

デ
ィ
ベ
ー
ト
や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど

が
な
か
な
か
活
発
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
、
ノ
ー
ト
テ
イ
キ
ン
グ
や
リ
ス
ニ

ン
グ
、
発
表
な
ど
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
主
体

の
学
習
を
授
業
で
充
実
さ
せ
た
。
す
る
と
、

次
第
に
一
人
ひ
と
り
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

は
、
質
・
量
共
に
大
幅
に
改
善
し
た
。

　

ま
た
、
授
業
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
し

て
、
た
く
ま
し
さ
も
育
つ
と
い
う
。

　
「
思
い
通
り
に
発
表
で
き
ず
、
自
己
嫌

悪
に
陥
る
生
徒
も
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
、

み
ん
な
が
頑
張
っ
て
い
る
姿
を
見
た
り
、

友
だ
ち
か
ら
フ
ォ
ロ
ー
さ
れ
た
り
す
る
こ

と
で
、『
自
分
は
１
人
で
は
な
い
。
諦
め

ず
に
頑
張
ろ
う
』
と
前
向
き
に
頑
張
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
そ
う
し
た
体
験
は
、
生

き
て
い
く
上
で
の
軸
の
形
成
に
つ
な
が
る

と
思
い
ま
す
し
、
仲
間
と
協
力
し
て
新
し

い
も
の
を
生
み
出
す
姿
勢
は
、
変
化
を
求

め
ら
れ
る
場
面
に
遭
遇
し
た
時
に
必
ず
役

に
立
つ
は
ず
で
す
」（
植
木
先
生
）

　

同
校
は
、
大
学
に
入
る
と
留
学
す
る
卒

業
生
が
多
い
が
、
そ
れ
も
Ａ
Ｃ
Ｅ
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
通
し
て
培
っ
た
自
信
や
精
神
力
が

一
因
で
は
な
い
か
と
捉
え
て
い
る
。

　

卒
業
生
か
ら
は
、「
高
校
の
英
語
の
方

が
大
変
だ
っ
た
」「
デ
ィ
ベ
ー
ト
の
経
験

が
役
立
っ
て
い
る
」
と
い
っ
た
声
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
。
更
に
、大
学
の
授
業
で
デ
ィ

ベ
ー
ト
を
行
う
時
、
中
心
的
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
卒
業
生
が
多
い
と
い
う
。

　

Ａ
Ｃ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
教
師
に
と
っ

て
も
生
徒
に
と
っ
て
も
、
決
し
て
負
担
は

軽
く
な
い
。
し
か
し
、
生
徒
の
意
識
や
学

習
姿
勢
の
変
化
を
通
し
て
、
同
校
は
取
り

組
み
の
確
か
な
手
応
え
を
感
じ
て
い
る
。

課題として考えてきた作品を、グループ内において、Unique（独自性）、 
Creative（創造性）、 Understandable（分かりやすさ） 、Poetic（想像性）
の観点で評価し合う。　　　　　　　　　＊学校資料をそのまま掲載

失
敗
経
験
を
積
み
重
ね

た
く
ま
し
さ
も
育
つ

図２ 復習のワークシート例
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